
＜平成２３年９月  第３回定例会 一般質問より＞ 

◆４番（山本みちよ君） 

４点目、防災無線についてお伺いいたします。 

この防災無線は市民の皆さんにとって大変に重要な情報を受け取る手段となっ

ていますが、閉め切った室内にいたり、また拡声器の向きや風向き、建物の位

置などで聞こえにくい難聴地域があります。２年後にはデジタル化になり、今

よりも音が鮮明になるとのことですが、それによって難聴地域が解消されるこ

とにはならないと思います。 

そこで、本市として防災無線音声自動応答サービスの導入ができないものか、

お尋ねいたします。 

この件は以前高口議員からも提案がありましたが、埼玉県狭山市で既に実施さ

れているサービスで、電話にて防災無線の内容を通話料無料のフリーダイヤル

により、24時間対応で確認できるもので、費用対効果の高いサービスといえま

す。調布市では９月１日から、またお隣の日野市においても８月１日より６台

の電話機にて運用を開始しました。これまでさまざまなお知らせを防災無線で

流すと内容の確認や問い合わせに職員が対応していたわけですが、運用後は防

災無線を流すと同時に、音声自動応答サービスの電話機に次々と電話がかかっ

てくるので、職員が対応する必要もなくなったそうです。運用開始に当たり、

電話番号と一緒に見守りメールのＱＲコードを載せた周知用ステッカーも配布

し、市民の皆さんからも大変に喜ばれているとのことです。 

日野市では、17万市民に対して２回線、電話機６台で導入費用は 14万円、通話

料は自己負担での運用開始ですが、防災無線は 360度聞こえるようにすること

はまず不可能なので、防災無線が聞こえにくい難聴地域に対しての効果が期待

されるものです。立川市における防災無線音声自動応答サービスの導入ができ

ないものか、御見解を伺います。 

 

◎市長（清水庄平君） 

次に、防災無線についてであります。見えるラジオはＦＭ放送局から文字放送

として送信された電波を受信するラジオで、情報は受信機の画面に文字となっ



て表示され、聴覚障害の方にとって災害時には貴重な情報源になるものと考え

ております。 

一方、テレビ局でも文字放送を行っており、市では聴覚障害の方を対象にその

文字放送を見ることができる情報受信装置を日常生活用具として指定し、１割

の本人負担で購入が可能となっております。見えるラジオにつきましては、当

事者の方々の御意見等を伺いながら、必要性・有効性等の観点から、日常生活

用具に加えて普及を図るかどうかを判断してまいりたいと考えております。 

失礼いたしました。もう一つ、防災無線の放送内容を電話により確認できるシ

ステムにつきましては、一定の効果が期待できますが、電話のふくそうにより

電話がつながらないなどの支障も発生していると聞いておりますので、費用対

効果を含め、導入の可否について検討してまいります。 

 

◆４番（山本みちよ君） 

立川市における難聴地域に対しては、防災無線に自動応答サービスの電話サー

ビスについては今後検討していくかと思いますけれども、現実問題、まだサー

ビスが始まらないといった場合の立川市における難聴地域に対してどのような

対策を考えておられるのか、お答えください。 

また、特に災害時の情報不足が指摘されているのが聴覚障がい者です。携帯電

話のメール配信も有効ですが、携帯電話を持っていない方への対応やまた複数

のルートで情報を届ける仕組みづくりが重要と考えます。その一つとして、見

えるラジオの活用ができないでしょうか。この見えるラジオはＦＭ放送を受信

し、文字情報として流します。地震などの緊急情報が発生すると割り込みで表

示されます。停電などでテレビからの情報がとれないようなとき、聴覚障がい

者の方にとって心強い情報源となるのではないかと考えますが、いかがでしょ

うか。もう一度お答えをお願いいたします。 

 

 

 



◎市民生活部長（筒井雄三君） 

防災行政無線を電話で確認できるシステムについては、先ほど市長のほうから

答弁を申し上げましたが、近隣のお隣の日野市、狭山市の例を議員が挙げられ

ましたので、その件については調査・研究してみたいと思っております。 

次に、難聴地域の解消に向けての取り組みでございますが、防災行政無線での

放送については３月の計画停電時に多数の市民の方からいろいろな御意見をい

ただいております。現在は子どもの見守り方法、夕焼け小焼けの定時放送は音

量を絞って放送し、災害時の緊急放送は当然非常時でございますので、最大の

音量で放送するように設定しております。 

防災行政無線につきましては、デジタル化への更新を予定しておりますので、

難聴地域の解消に向け、子局スピーカーの増設ですが、それを含めて難聴対策

を実施計画に盛り込もうと考えてございます。 

 

◆４番（山本みちよ君） 

あと見えるラジオの件でございますが、またしっかり聴覚障がいの方からも意

見を聞いていただきまして、日常の必要な用品としての登録で１割負担で見え

るラジオが活用できるようにということで、また御努力をよろしくお願いいた

します。これも要望といたします。 


